
ふれあいトーク記録書（要約） （ 議会サポーター意見交換会 ） 

開催日時： 令和 7年 7月 5日（土） 午前 10時 00分 ～ 午前 11時 30分 

場 所 ： 岩倉市役所 第２・第３委員会室 

参加人数：  7人（サポーター） 9人（市議会議員：須藤智子、谷平敬子、片岡健一郎、水野忠三、日比野 走、井上真砂美、 

              伊藤隆信、関戸郁文、桝谷規子）  計 16人 

次 第 ： 

 

 

記 録 ： 

１．開会挨拶  市議会議長 須藤智子 

２．意見交換会 

３．閉会挨拶  市議会副議長 谷平敬子 

谷平敬子 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

1．6月定例会について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般の人の傍聴者が、少ない。 

・動画の画像は、以前より見やすくなった。議題毎に

動画が見られてわかりやすい。コメントも書ける。

しかし、視聴回数が少なくてもったいない。 

・動画に資料を映しているものもあって、大変わかり

やすかった。 

・視聴回数を増やすために、意見を書いた人は、ＱＵ

Ｏカードが貰えるなどの特典を与えてはどうか。 

・動画放映を市役所だけでなく、人が集まりやすい岩

倉駅や生涯学習センター、総合体育文化センター

などで放映してはどうか。また動画の画面に案内

のＱＲコードを載せてはどうか。 

・一般の方々に傍聴してもらえるように声かけを

している。 

・市民からの意見をいただく手段としてＳＮＳの

活用が役に立つのではないか。 

・特典や放映場所の追加は、大変参考になる。 

・紙資料のみ配布している議員もいる。それだと動

画に映らない。ホームページの公開もしている。

映したほうがよい。いろいろ意見はあるが、動画

に映る方向性に持っていくことも大切と思う。 

 

 

 



2．1年を振り返っての感想 

3.フリートーク 

 

 

 

・山形の月山がある町(西川町)では、かせぐ課とい

う部署がある。本市の産業評価は、インターネット

で見ると銀行の評価も大手不動産情報サイトの評

価も低下している。どう稼ぐかが重要である。 

・昼人口を増やす取組が必要である。 

・将来を考えた視点でどう発展させるか。現実は、答

えが見つからない。 

 

 

 

・図書館が古く読みたい本もない。一宮、江南、小牧

の図書館を利用している。 

・読みたい本が少ない。ＣＤもその場で聴けない。Ｗ

ｅｂ予約もなかなかできない。 

・Ｗｅｂでは、文書だけで本の表紙も出ない。 

・書棚を見ても、分かりにくい。 

・雑誌の付録は、どのように処分しているのか。よそ

の図書館では公募して付録を渡しているようだ。

よその図書館では企業で購入して寄附しているよ

うだ。 

 

・桜まつりの駐車場を予約制にして、駐車場の半分も

埋まっていない日もある。 

 

 

・今は、スマートインターである。地主や地域の人

の合意をつくり皆で推進したいと思っている。 

・岩倉市も調整区域の開発の動きがある。地主の同

意が得られればできると思う。流通企業等ができ

ると思うが期待したい。 

・開発となると農地の保全と開発のバランスを考

えていくことも大切である。 

・人口減少の時代にあって、選ばれる魅力ある自治

体にしていきたい。 

 

・図書館は現在４３年経過してるが、２０３７年か

ら２０４６年の間に複合化して建て替える計画

がある。 

・入ってすぐの所に、新着図書コーナーがある。 

・システムの仕様を見直していきたい。 

・並べ方、見やすさ、探しやすさを調べて改善して

いきたい。 

・雑誌の付録については、調べてみる。 

 

 

 

・予約制にしているのは、公共交通機関の利用を呼

び掛けている。やむなくの場合で予約を呼び掛け

ている。 

 



・予約していなくても、駐車場内で予約できるなどの

対応ができないか。 

・八剱憩いの広場のトイレが臭い。 

 

 

 

 

・ＰａｙＰａｙ利用のポイント還元や給付金とマイ

ナンバーの連携があるが、市独自の工夫はないか。 

 

・萩原多気線について、整備中の道路は、歩道が広く

て真っすぐである。何らかの実験路にできないか。 

 

・自転車の乗り方のルールが変わった。自転車ルール

の講習をお願いしたい。 

・商業施設への駐車の問題もあり、どう折り合いを

つけるかである。 

・清掃の頻度を高めていきたい。体制の改善を図っ

ていきたい。 

・トイレの構造上の問題もあるかもしれない。確認

していきたい。 

 

・岩倉市でしか使えない独自通貨や運動した人に

ポイントを付与する事業を考えていきたい。 

 

・自転車路の活用もあるが、いま考えているところ

である。 

 

・ゆうわ会で講習をやっている。 

・ゆうわ会に未加入者への講習も要望していきた

い。 

 

 


